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文責 校長 山本 孝二 

【学校教育目標】 

“ かしこく つよく  

                           さわやかに 伸びゆく子“ 

  

協力してがんばる 加津佐小学校 ！  
スローガンの『協力してがんばるかづさっ子 』の姿は運動会で多く見ていただけたで

しょうか。 

今年から実施した団体競技、全員参加の応援合戦、各赤白リレー、そして係の仕事等、

力を合わせる子供たちの姿がありました。団結の良さを感じてくれたと思います。また、一

生懸命な演技・競技中の輝く瞳、純粋な笑顔は、運動会の目的の達成と言えます。 

この運動会に向けての練習でも、担任や担当の「機会をつくって子供たちの力を伸ば

す」という思いがありました。手応えと共に次につなげることもあります。今後の教育活動

に活かしていきます。 

保護者の皆様には、早朝からの会場準備のサポートと片付けへのご協力、最後までの

温かいご声援に感謝いたします。そして、ＰＴＡ本部と保体部の皆様には、ＰＴＡ種目の運

営、安全管理など大変お世話になりました。おかげで安心安全な運動会になりました。 

改めて加津佐小学校の協力の良さを体感しました。ありがとうございました。 

 

栽培体験をとおして  
学校園や学級園、理科園には、学習のため（生活科や理科の観察・実験）の花や野

菜、そして各学級での話し合い等により、様々な植物が子供達の手によって植えられたと

ころです。 

そこには人権の花としてヒマワリの栽培、学習理解や学

級集会を意図した野菜・果物の栽培がありますが、栽培体

験では、いのちについて、食べること（生産等の食のつな

がり）について、そしてお世話活動の大事さを体感できるも

のと考えています。今後ご家庭の話題になると幸いです。６

月上旬には、５年生の稲作体験もスタートします。 

 

白砂青松の地で  

来週から「家庭訪問」でお世話になります。よろしくお願いします。 


